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動物モデルには体重 250-300g の雄性 SD ラットを使用した。塞栓糸を用いて中大
脳動脈閉塞を行った後に塞栓糸を抜去することで虚血時間が 60 分のラット脳虚血モ
デルを作成した。脳虚血後 24 時間で尾静脈より 1×106 cells の細胞を投与し、虚血
後 14 日間における生存率を評価した。生存したラットにおいて脳虚血後 14 日
目に脳を摘出し、脳梗塞面積について比較した。神経症状は脳虚血後 1 日目・7









縁領域で BDNF の発現が上昇しており、GFAP の発現が低下していた。 
 
考察： 
 他の間葉系幹細胞で知られるのと同様に、脂肪細胞由来幹細胞は脳梗塞巣へ遊
走するものと考えられた。本研究では細胞投与群で虚血辺縁領域における BDNF の
発現が上昇していたため、脂肪細胞由来幹細胞が神経保護因子の発現を促進して
神経保護作用を発揮することで脳梗塞治療効果を有しているものと考えられた。また、
GFAP の発現低下は活性化アストロサイトの抑制を示すと考えられ、脳梗塞急性期に
神経障害性に作用する活性化アストロサイトの抑制作用が抗炎症作用として機能し、
脳梗塞治療効果を発揮したものと考えられた。 
 
結論： 
脂肪細胞由来幹細胞は脳梗塞治療効果を有する。本細胞は他の細胞源に比べて
簡便性・安全性などの複数の利点を有しており、脳梗塞再生治療の新たな細胞源と
して期待される。 
